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「広報あい こうか」がホームページでも
ご覧いただけます！

『広報あい こうか』の名称は市民憲章のそれ
ぞれの頭文字を並べてできる「あい こうか」
から名付けています。市民憲章とともに皆さ
んに親しまれる広報紙をめざします。

この広報誌は古紙パルプを配合しています。

世帯数 （＋83）32，359

総　数 （－26）95，808 人

男 （－13）47，502 人

女 （－13）48，306 人

世帯

H21.3.31現在　※（　）内は前月比

編 集

後 記

このコーナーでは市内の

保育園、幼稚園、小中学校の

児童・生徒が描いた絵を順次

紹介していきます。

こうか

甲賀市の人口の推移

　クラシックカーレース「ラ　フェスタ　プリマベラ」
では、雑誌でしか見たことがない貴重な名車が実際に
走る姿を見ることができました。古いものでは実に80

年以上前のものもあり、走っていること自体が奇跡といわれる車。
日頃の手入れは相当なものだと思います。
　時代の変化とともに、車自体が「趣味」から「移動手段」に変わり、
求められるものも変わってきました。今の車には、乗り心地や充
実した装備などいろんな魅力がありますが、クラシックカーには
「観賞」という全く別の魅力があります。
　スタンプポイントにやってくる数々の名車、その個性的で美し
い造形はまさに走る美術工芸品です。自然の中を深い光沢を放ち
ながら風切る光景、クラシックカーのみが醸し出せる芸術の光景
です。いつまでも走り続けてほしいと思います。　ち
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と
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▲かふか生涯学習館前のスタンプポイントを通過するクラシックカー（関連記事は17ページ）
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生
活
に
密
着
し
た

施
策
の
選
択
と
集
中
に
重
点

　平成21年度予算が決まりました。
　本年度は、国の制度改革や、県の財政構造改革プログラムによる交付金などの削減に
加え、景気低迷による税収減などにより、これまでにない限られた財源での予算編成に
なりました。
　市では、総合計画の具体化に向け、最大の効果を発揮していくよう、あらゆる経費を
抑えながら真に必要な事業の選択、また一部の事業では、抜本的な見直しを行い、生活
に密着した事業に集中させながら、財政基盤の強化を最優先することとしています。

甲賀市長

中嶋武嗣

　

今
、地
方
自
治
体

で
は
国
や
県
の
制

度
の
限
界
に
加
え
、

深
刻
な
経
済
情
勢

の
拍
車
が
か
か
り
、

地
域
間
競
争
を
超

え
た
各
自
治
体
の

実
力
が
試
さ
れ
る
時
代
を
迎
え
た
と
申
し
あ

げ
て
も
過
言
で
は
な
く
、ま
さ
に
難
し
い
局
面

を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

当
市
に
お
い
て
は
、過
去
4
年
、合
併
協
議

に
よ
る
協
定
項
目
や
、引
き
継
ぎ
事
項
に
取
り

組
み
な
が
ら
、子
育
て
支
援
や
福
祉
、教
育
を

優
先
し
た
独
自
の
施
策
を
展
開
す
る
一
方
で
、

基
盤
強
化
の
た
め
の
積
極
的
な
企
業
誘
致
や

行
財
政
改
革
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、自
立
し
た
自
治
体
に
向
か
っ
て

い
る
も
の
の
、平
成
20
年
度
末
で
の
地
方
債
残

高
は
、一
般
会
計
で
4
2
2
億
円
、全
体
で
は

8
8
3
億
円
と
な
る
こ
と
か
ら
、引
き
続
き
プ

ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
黒
字
化
を
堅
持
し

つ
つ
、財
政
調
整
基
金
の
確
保
を
確
実
に
行
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

い
う
な
ら
ば
、借
入
金
以
上
に
返
済
額
を
増

や
し
、貯
蓄
も
し
っ
か
り
や
っ
て
い
く
と
い

う
、ま
さ
に「
入
る
を
量
り
て
、出
ず
る
を
制

す
」を
基
本
に
予
算
編
成
を
行
い
、限
ら
れ
た

財
源
で
最
大
の
効
果
を
発
揮
し
て
い
く
よ
う
、

あ
ら
ゆ
る
聖
域
を
排
除
し
、事
務
事
業
全
体
に

見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。当
然
、職
員
数
削
減

や
管
理
職
手
当
て
及
び
特
別
職
の
給
与
一
部

カ
ッ
ト
に
よ
る
人
件
費
の
抑
制
、機
構
再
編
に

よ
る
組
織
の
ス
リ
ム
化
な
ど
内
部
に
メ
ス
を

入
れ
な
が
ら
、補
助
金
を
は
じ
め
と
す
る
各
施

策
に
対
し
て
も
、福
祉
や
教
育
な
ど
市
民
生
活

に
密
着
す
る
も
の
は
で
き
る
限
り
確
保
し
、こ

れ
ま
で
の
実
績
や
現
状
に
照
ら
し
合
わ
せ
て

配
分
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

私
が
め
ざ
す
甲
賀
市
の
姿
は
、「
エ
ク
セ
レ

ン
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
」で
あ
り
ま
す
。直
訳
す
れ

ば
、「
優
れ
た
意
思
決
定
集
団
」と
い
う
こ
と
に

な
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。ど
の
よ
う
な
状
況
に

あ
っ
て
も
、一
歩
先
を
見
越
し
た
最
良
の
施
策

を
講
じ
る
た
め
に
は
、郷
土
を
慈
し
む
市
民
の

ニ
ー
ズ
を
受
け
、具
体
的
な
政
策
を
打
ち
出
す

必
要
が
あ
り
ま
す
。そ
の
形
成
過
程
で
は
、利

害
に
と
ら
わ
れ
な
い
高
度
な
議
論
を
伴
っ
て

こ
そ
形
づ
く
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、一
市
多
制

度
の
概
念
か
ら
の
転
換
と
、共
助
共
生
の
精
神

を
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て「
一
つ
の
甲
賀
」を
め

ざ
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

好
転
を
期
待
し
つ
つ
も
、今
か
ら
平
成
22
年

度
を
視
野
に
入
れ
、果
敢
に
挑
戦
し
て
課
題
解

決
す
る
た
め
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
の
で
、市

民
の
皆
さ
ん
の
な
お
一
層
の
お
力
添
え
を
お

願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

平成21年度

甲賀市
予 算

施政方針
要旨

〜
行
財
政
改
革
を
着
実
に
実
行
、健
全
な
財
政
構
造
の
確
立
へ
〜
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地方譲与税
4億3,000万円（1.4%） 県税交付金

14億9,600万円（4.9%）

地方交付税
56億9,000万円
（18.6%）

地方特例交付金
1億9,050万円
（0.6%）

国庫支出金・
交通安全対策特別交付金
16億7,827万円（5.4%）

県支出金
19億2,339万円（6.3%）

諸収入
10億2,968万円（3.4%）

繰越金
1億5,000万円（0.5%）

繰入金
12億2,519万円（4.0%）

分担金及び負担金
使用料及び手数料
11億2,271万円（3.7%）

市　税
134億708万円
（43.8%）

依存財源
136億816万円
（44.5%）

自主財源
169億9,184万円
（55.5%）

市債
22億円（7.2%）

財産収入・寄附金
5,718万円（0.2%）

歳入
306億円

（H20 319億5,000万円）

歳出
306億円

（H20 319億5,000万円）

総務費
34億7,806万円
（11.4%）

民生費
81億4,892万円
（26.5%）

衛生費
38億990万円
（12.5%）

労働費
2億6,894万円（0.9%）

農林水産業費
13億6,699万円（4.5%）

公債費
51億8,751万円
（17.0%）

災害復旧費・予備費
1億円（0.3%）

議会費
2億7,060万円
（0.9%）

教育費
33億5,088万円
（11.0%）

消防費
12億99万円
（3.9%） 土木費

29億5,223万円
（9.6%）

商工費
4億6,498万円（1.5%）

　

世
界
的
な
金
融
危
機
に
よ
り
、

国
全
体
の
経
済
は
、景
気
が
急
速

に
悪
化
し
て
お
り
、本
市
で
も
影

響
が
避
け
ら
れ
な
い
状
況
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
の
中
、

一
般
会
計
予
算
は
前
年
度
と
比

べ
、13
億
5
，0
0
0
万
円
の
減

と
な
り
ま
し
た
。予
算
編
成
で

は
、事
務
事
業
全
体
に
見
直
し
を

行
い
、市
民
の
皆
さ
ん
の
安
心
・

安
全
な
暮
ら
し
を
最
優
先
に
、福

祉
や
教
育
を
は
じ
め
、市
民
生
活

に
密
着
し
た
施
策
・
事
業
に
重
点

を
置
き
ま
し
た
。

　

歳
入
で
は
、市
民
税
を
中
心
と

し
た
税
収
の
大
幅
な
減
少
が
予

想
さ
れ
、財
政
調
整
基
金
な
ど
の

積
立
金
の
活
用
や
臨
時
財
政
対

策
債
の
発
行
な
ど
で
補
い
、必
要

な
財
源
を
確
保
し
ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
、行
財
政
改
革
に

沿
っ
て
、徹
底
し
た
経
費
の
節
減

を
行
い
な
が
ら（
人
件
費
前
年
度

比
△
2.9
％
な
ど
）雇
用
対
策
を
は

じ
め
、今
や
る
べ
き
施
策
・
事
業

に
着
実
に
取
り
組
む
予
算
と
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、長
期
的
展
望
に
立
っ

て
、継
続
的
に
発
展
し
て
い
く
体

力
を
備
え
る
た
め
、借
金
に
あ
た

る
市
債
は
、借
入
額
以
上
に
返
済

額
を
増
や
し
、貯
蓄
は
確
実
に
行

い
、よ
り
強
固
な
財
政
基
盤
を
築

い
て
い
き
ま
す
。

「
生
活
重
視
」と「
財
政
強
化
」を
優
先

予　　算　　額
21年度 20年度

特

別

会

計

国民健康保険 79億3,000万円 81億1,000万円
老人保健医療 5万円 8億1,900万円
後期高齢者医療 14億7,900万円 12億1,300万円
介護保険 45億5,300万円 42億5,000万円
公共下水道事業 34億7,200万円 38億円
農業集落排水事業 10億7,600万円 14億4,400万円
土地取得事業 1,440万円 4億1,470万円
野洲川基幹水利
施設管理事業 2,183万円 1,502万円

鉄道経営安定対策基金 2,200万円 2,190万円
鉄道施設整備基金 2,216万円 4,400万円
国民健康保険診療所 5億8,400万円 5億3,160万円
浄化槽管理事業 1億100万円 2億2,218万円

小　　　計 192億7,544万円 208億8,540万円
企
業
会
計

病院事業 10億8,991万円 10億4,049万円
水道事業 44億7,941万円 47億2,556万円

小　　　計 55億6,932万円 57億6,605万円
合　　　計 248億4,476万円 266億5,145万円

■特別会計・公営企業会計

※企業会計の予算額は、「収益的支出」と「資本的支出」の合算

▪一般会計　306億円	（対前年度△13億5,000万円	 △4.2％）
▪特別会計　192億7,544万円
	 （対前年度△16億996万円	 △7.7％）
▪企業会計　55億6,932万円
	 （対前年度△1億9,673万円	 △3.4％）

平成21年度当初予算

■一般会計
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市
の
財
源
の
約
6
割
は
、市
税
、分

担
金
及
び
負
担
金
、使
用
料
及
び
手
数

料
な
ど
、市
が
自
主
的
に
収
入
を
確
保

で
き
る「
自
主
財
源
」で
、残
る
約
4
割

は
地
方
交
付
税
、国
や
県
か
ら
の
支
出

金
、地
方
債
な
ど
の「
依
存
財
源
」と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
の
歳
入
で
最
も
多
い
市
民
税
は
、

景
気
が
後
退
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、法

人
市
民
税
で
、前
年
度
比
48
・
8
%
の

大
幅
な
減
収
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。個

人
、法
人
を
合
わ
せ
る
と
前
年
度
比

15
・
4
%
、10
億
2
，5
5
0
万
円
減
の

56
億
1
，8
0
0
万
円
と
世
情
を
表
す

内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。他
に
も
、軽

自
動
車
税
や
市
た
ば
こ
税
な
ど
を
あ

わ
せ
た
市
税
で
は
、前
年
度
比
7.0
%
減

の
1
3
4
億
7
0
8
万
円
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。

　

一
方
、地
方
交
付
税
は
、前
年
度
比

9.0
%
の
増
の
56
億
9
，0
0
0
万
円

と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、県
税
交
付
金

は
、前
年
度
比
7.9
%
の
減
の
14
億
9
，

6
0
0
万
円
と
な
り
ま
し
た
が
、こ

こ
に
含
ま
れ
る
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
交

付
金
は
、新
名
神
高
速
道
路
の
開
通
に

伴
っ
て
利
用
者
が
増
加
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、前
年
度
比
4.3
%
増
と
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、借
金
に
あ
た
る
市
債
は
、後

年
度
の
負
担
と
な
り
、財
政
の
硬
直
化

を
招
く
要
因
と
な
る
た
め
、前
年
度
比

11
・
8
%
減
の
22
億
円
に
抑
え
、将
来

の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
し
た
。

　

自
主
財
源
の
占
め
る
割
合
が
多
い

と
国
、県
の
制
度
に
影
響
を
受
け
に
く

く
、自
主
的
な
安
定
し
た
運
営
が
可
能

に
な
り
ま
す
。今
後
も
、地
域
資
源
を

最
大
限
に
活
用
し
な
が
ら
自
主
財
源

の
安
定
し
た
確
保
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

　

収
入
に
見
合
っ
た
支
出
を
基
本
に
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
、よ
り
効
果
的
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
、重
点

的
、効
果
的
な
施
策
に
つ
い
て
選
択
と

集
中
を
行
い
ま
し
た
。

　

総
務
費
で
は
、地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

の
難
視
対
策
な
ど
地
域
情
報
化
の
推

進
に
要
す
る
経
費
や
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
交
通
の

充
実
、移
転
す
る
公
立
甲
賀
病
院
の
利

便
性
向
上
の
た
め
の
経
費
等
を
計
上

し
ま
し
た
。

　

市
の
歳
出
で
最
も
大
き
な
割
合
を

占
め
る
民
生
費
で
は
、児
童
ク
ラ
ブ
の

施
設
整
備
や
子
育
て
親
子
の
交
流
の

促
進
等
の
児
童
福
祉
分
野
の
ほ
か
、社

会
福
祉
、高
齢
者
福
祉
各
分
野
に
お
い

て
も
積
極
的
に
配
分
し
、前
年
度
比

0.4
%
の
増
の
81
億
4
，8
9
2
万
円
を

計
上
し
ま
し
た
。

　

衛
生
費
で
は
、廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
を
市
全
域
で
開
始

す
る
ほ
か
、妊
婦
健
診
の
公
費
負
担
回

数
の
増
、基
本
健
診
な
ど
の
健
康
診
断

等
の
経
費
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。

　

労
働
費
で
は
、差
し
迫
っ
て
重
大
な

課
題
で
あ
る
雇
用
問
題
に
対
応
す
る

た
め
、国
の
交
付
金
を
活
用
し
た
事
業

を
盛
り
込
み
、前
年
度
比
26
・
1
%
増

の
2
億
6
，8
9
4
万
円
と
し
ま
し

た
。

　

農
林
水
産
業
費
で
は
、農
地
・
水
・
環

境
保
全
向
上
対
策
事
業
な
ど
、農
地
の

作
付
け
拡
大
、環
境
保
全
、獣
害
対
策

等
農
林
業
環
境
の
向
上
に
重
点
を
お

き
ま
し
た
。

　

土
木
費
で
は
、J
R
寺
庄
駅
前
整
備

を
は
じ
め
、市
道
の
新
設
改
良
事
業
な

ど
安
全
で
快
適
な
生
活
基
盤
の
向
上

に
つ
な
げ
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。　

　

教
育
費
で
は
、児
童
、生
徒
の
安
全

安
心
に
関
わ
る
ハ
ー
ド
整
備
は
も
と

よ
り
、ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
の
設
置
や
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事

業
な
ど
ソ
フ
ト
面
を
充
実
さ
せ
ま
し

た
。

　

公
債
費
は
、
歳
出
の
17
％
を
占

め
、前
年
度
比
0.1
%
増
の
51
億
8
，

7
5
1
万
円
と
な
り
ま
す
が
、過
去
に

高
い
金
利
で
借
り
た
分
を
一
括
返
済

す
る「
補
償
金
免
除
の
繰
上
償
還
金
」

も
含
ま
れ
て
い
る
た
め
で
、将
来
の
負

担
を
少
し
で
も
軽
く
す
る
た
め
、借
金

は「
返
す
以
上
に
借
り
な
い
」を
継
続

し
て
い
ま
す
。

　

合
併
直
前
に
相
次
い
だ
大
型
事
業

に
よ
る
借
入
金（
市
債
）の
償
還
時
期

が
ピ
ー
ク
を
迎
え
て
い
る
こ
と
な
ど

の
要
因
は
当
初
か
ら
見
込
ん
で
い
ま

し
た
が
、経
済
状
況
が
予
測
以
上
に
悪

化
し
、税
収
に
大
き
く
影
響
し
た
こ
と

が
現
在
の
市
の
財
政
を
厳
し
く
し
て

い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
時
期
に
借
入
金
を
増
や

し
て
予
算
規
模
を
確
保
す
る
こ
と
は
、

将
来
に
渡
る
苦
し
い
財
政
運
営
の
も

と
に
な
る
こ
と
か
ら
、借
入
金
を
極
力

抑
え
、確
実
な
収
入
見
込
み
と
無
駄
な

経
費
を
削
り
な
が
ら
今
の
状
況
か
ら

抜
け
出
す
こ
と
に
力
を
入
れ
た
予
算

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の

さ
ま
ざ
ま
な
ご
要
望
に
お
応
え
で
き

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、甲
賀
市
の

正
念
場
と
し
て
ご
理
解
を
お
願
い
し

ま
す
。

健
全
な
財
政
基
盤
の

確
立
へ
向
け
、

自
主
財
源
を
確
保

協
働
の
も
と
、

生
活
に
密
着
し
た

効
果
的
な
施
策
を

　

歳　

入

　

歳　

出

平成21年度●甲賀市予算
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活力ある甲賀市へ向け施策を展開
平成21年度 市の主な事業

私たちのまちづくりは、甲賀市総合計画に掲げる5つのまちづくりの目標に沿って行います。
ここでは、今年の新規事業や主な事業について、目標に分けて紹介します。

1
目標 生活の安心感を、みんなで育てる

すべての人がお互いを尊重し、市民誰もが地域社会への参加を通じて社会とのかかわりを持ち、
心身ともに健やかに生活できる環境をつくり上げます。

外国語通訳の設置������������802万円
　水口庁舎では常時3人体制で、外国籍市民のサポートの
充実を図ります。
女性相談員の設置������������130万円
敬老金支給事業������������2,055万円
新規 認証発達障害者ケアマネジメント支援事業委託　
　　　　　　　　　　�����������100万円
　昨年度、キーパーソンとして養成された専門員が支
援にあたります。
新規 障害福祉サービス利用者負担事業���396万円
　住民税非課税の方の作業所利用分の利用料を無料化
します。
新規 発達支援事業������������209万円
　保健・福祉・教育・労働・医療が連携し生涯にわたり継
続的に一貫した支援を行います。
新規 滋賀型地域活動支援センター運営事業� 490万円
新規 社会的事業所運営助成事業������693万円
妊婦健診委託�������������2,625万円
　公費負担を8回から14回に拡大します。

新規 柏木児童クラブ建築事業������2,162万円
　子どもたちが安らげる空間をつくります。
新規 つどいの広場事業����������172万円
　子育てに関する相談・援助、子育て情報の提供を行い
ます。
新規 次世代育成支援地域行動後期計画策定業務委託
　　　　　　　　　　����������210万円
私立保育園運営委託・補助������ 4億9,825万円
新規 健康こうか21計画策定業務� ���� 34万円
健康診断委託�������������7,211万円
テーラーメイド保健指導評価支援事業��� 95万円
　生活習慣病予防のため、個別指導・支援の制度を確立
していきます。
生活扶助支給事業��������� 4億5,324万円
公立甲賀病院負担金�������� 3億6,235万円
　公立甲賀病院の維持管理、運営経費を負担します。

▲親睦、健康のため行われるゲートボール大会

▲子育てをサポートする子育て支援事業

2009.5.1�



2
目標 自然を大切にし、暮らしの豊かさにつなぐ

環境問題を市民一人ひとりが自分自身の問題とする意識を高め、
自然や限りある資源を大切にする具体的行動に取り組みます。

河川愛護事業補助����������� 722万円
　美しい川を守るため、地域で行われる河川の清掃活
動を支援します。
水口城跡周遊道路整備事業������� 320万円
新規 廃プラスチック類リサイクル事業
　　　　　　　　　　������� 1億595万円
　プラスチック類を再資源化します。
新規 一般廃棄物処理基本計画策定業務委託
　　　　　　　　　　………………………500万円

3
目標 安全で快適な生活の基盤を整え、

　　　　　　　　　　　　まちの活力を高める
生活基盤の向上はもちろん、災害や防犯に備えることで、安全性と快適性を確保します。
さらに、都市機能を高めることでまちの活力につなげます。

市道新設改良事業����������������2億4863万円
新規 橋りょう点検業務委託�������������� 400万円
　安全のため、市内の橋りょうの点検を行います。
国道1号平面交差点整備事業����������� 2億2,764万円
　公立甲賀病院移転地のアクセス道路を整備します。
コミュニティバス運行事業補助����������2億2990万円
新規 草津線輸送改善本格調査事業����������� 161万円
　草津線のサービス改善や利用者人数などを調査して、より便利な草
津線を考えます。
新規 草津線複線化促進期成同盟会観光誘発事業����� 321万円
　草津線全線開通120周年を記念した事業を展開し利用者の増加を図
ります。
新規 地域公共交通活性化事業������������� 850万円
新規 土地区画整理事業助成＜新城北沢・中川原森立地区＞� 675万円
地上デジタル放送受信環境整備事業補助������� 1,000万円
地上デジタルテレビ放送中継局整備事業補助������ 417万円
　2011年の地上デジタル放送開始を前に、難視地域の受信環境を改
善します。
まちづくり交付金事業＜寺庄駅周辺地区＞�����6億1999万円
　駅舎建築や駅前広場整備をはじめ、駅前の道路の整備をするほか、
ふれあい広場の活動やふるさと公園整備の支援をします。

平成21年度●甲賀市予算

▲再資源化のためのゴミの
　分別収集

▲自然の大切さを知る体験事業

▲市民の皆さんの移動手段を支えるコミュニティバス

▲駅を中心とした都市基盤の整備（JR寺庄駅周辺地区）
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4
目標 地域の特性を活かし、元気な産業を伸ばす

甲賀市の特色の一つである、農業や地場産業の支援はもとより、新名神高速道路による広域
アクセス性などを活かし、元気な産業を育て、地元の雇用を創出します。

新規 ふるさと雇用再生特別交付金事業��3,193万円
　地域で求職者等の雇用を創出します。
新規 緊急雇用創出事業臨時特例交付金事業�2,807万円
　離職を余儀なくされた非正規労働者等に対して、次
の雇用までの短期の雇用・就業機会を創出します。
農地・水・環境保全向上対策事業�����5,738万円
新規 間伐材搬出対策事業補助������1,470万円
　琵琶湖森林づくり基金を活用して、簡易な搬出路の
作設などに支援を行い、間伐材の搬出がスムーズに行
えるようにします。
新規 県民参加の里山づくり事業�����1,040万円
　地域の里山の下層木の除伐やつる切り等など、地域
の里山保全活動を支援します。

新規 強い農業づくり交付金事業������709万円
鳥獣害対策・有害鳥獣駆除事業������1,206万円
鳥獣害指導員の設置�����������175万円
経済振興特区推進事業���������1,309万円
　信楽焼の個性を活かし、世界へ通用するものづくり
を推進します。
（仮）くすり学習館整備事業����� 1億5,792万円
企業立地促進助成�����������2,877万円

協働の
目標 市民と行政の協働により、まちの成長力を高める
　まちの主役である市民が、知恵を出し合いながら、
生活の安心や元気、コミュニティを育てていく活動
を展開します。市民への積極的な情報公開を進める
とともに効率的・効果的な行財政運営を進めつつ、心
の通う行政サービスを行います。

区事務活動・地域区長会交付金���� 5,225万円
新規 地域振興会モデル事業補助������ 50万円
広報あいこうか発行��������� 3,664万円
市政情報発信（ケーブルテレビ等）�� 2,910万円
行政改革推進事業����������� 286万円

次世代を担う心身ともにたくましい子どもや青少年を育てます。生涯
学習やスポーツを通して学ぶことの大切さや楽しさ、生きがいをうみ
だすまちづくりを進めます。

新規 ブックスタート事業��������� 92万円
　絵本を通じて、家庭教育や家族のコミュニケーショ
ンの大切さを学んだり、乳幼児の感性や想像力を伸ば
すきっかけづくりをします。

特色ある学校づくり推進事業�������741万円
小学校社会科副読本作成事業�������967万円
　甲賀市の情報を満載した副読本を作成し、市内小学
校3,4年生の社会科学習や総合学習で活用します。
新規 家庭教育支援基盤形成事業������ 75万円
新規 地域創造事業������������486万円
　「邦楽と舞踊で綴る甲賀の四季」をテーマに、邦楽と
舞踊の公演を行います。
市内遺跡緊急発掘調査事業�������1,873万円

たくましい心身と郷土への誇りをもつ人を育てる5
目標

▲

整
備
が
進
む

　
（
仮
）く
す
り
学
習
館

▲楽しみ、挑戦する
　スポーツ大会
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分野 No. テ　ー　マ

福
祉
・
健
康

23 子育て講座

24 生活習慣病予防講座（予防と栄養）

25 生活習慣病予防講座（実技指導）

26 介護予防講座

27 予防接種について

28 後期高齢者医療制度について

29 特定健診・特定保健指導について

30 介護について

31 食育について

32 ジェネリック・後発医薬品について

33 肥満症について

34 糖尿病について

35 腰痛・肩こりについて

36 骨粗しょう症について

37 乳がんの現状とマンモグラフィについて

環
境

38 ゴミの分け方・出し方について

39 環境にやさしい暮らしと発見

40 環境に関する取り組み紹介

産
業
・
観
光

41 中小企業融資について

42 甲賀市の農業

43 鳥獣害対策

44 甲賀市の土地改良事業について

45 農地の賃借・売買・転用について

46 甲賀市の森林資源について

分野 No. テ　ー　マ

産
業
・

　

観
光

47 市民協働による森林づくり

48 甲賀市の個性ある観光資源

49 勤労青少年ホームに行ってみよう

生
活
・
一
般

50 住民税ってな～に？

51 固定資産税のしくみ

52 市税等の納付方法について

53 簡単にできる水もれ調査

54 気をつけて！詐欺や悪質商法

55 市民課の窓口業務について

56 住基ネットって何だろう？

防
災 57 防災講座

教
育
・
文
化

58 保育園・幼稚園ってどんなところ？

59 新しい学習指導要領について

60 男女共同参画について

61 「人権」について考える

62 生涯学習社会づくり

63 みんなで育てよう青少年

64 自然体験活動と安全

65 子どもと読書

66 甲賀市の文化財

67 文化芸術の振興にかかる基本方針について

68 健康で楽しい生活を送るために

69 世界を知ろう

甲賀市まちづくり「出前講座」を開講
　

市
で
は
、「
分
か
り
や
す
い

市
政
」と「
市
民
の
皆
さ
ん
と

の
対
話
か
ら
進
め
る
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
」に
向
け
た
取
り

組
み
の
一
つ
と
し
て
、「
出
前

講
座
」を
開
設
し
ま
す
。

　

出
前
講
座
は
、当
市
の
事
業

や
施
策
を
皆
さ
ん
に
分
か
り

や
す
く
説
明
す
る
場
と
し
て
、

ま
た
市
か
ら
の
最
新
情
報
を

お
届
け
す
る
場
と
し
て
開
講

す
る
も
の
で
す
。今
月
号
で
は
、

メ
ニ
ュ
ー
の
内
容
や
ご
注
文

の
方
法
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

出
前
講
座
は
、実
際
に
事
業

に
携
わ
る
市
職
員
が
直
接
皆

さ
ん
の
所
へ
出
向
き
、市
政
を

最
新
情
報
を
交
え
な
が
ら
分

か
り
や
す
く
お
話
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
市
政
に
関
す
る
質
疑

応
答
や
意
見
交
換
を
通
し
て
、

相
互
理
解
を
深
め
、参
加
と
協

働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
と
職
員
が

対
話
を
す
る
こ
の
出
前
講
座

は
、市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

進
め
る
ま
ち
づ
く
り
の
第
一

歩
と
な
る
も
で
す
。

　

出
前
講
座
で
は
、ま
ち
づ
く

り
分
野
や
福
祉
・
健
康
分
野
な

ど
、９
つ
の
分
野
で
69
の
講
座

を
用
意
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。講
座
に
は
、生
活
に
密

着
す
る
も
の
か
ら
歴
史
の
話

な
ど
様
々
な
テ
ー
マ
を
用
意

し
て
い
ま
す
。ご
相
談
い
た
だ

け
れ
ば
、ご
希
望
に
沿
っ
た
メ

ニ
ュ
ー
を
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

な
お
、一
覧
表
に
掲
載
さ

れ
て
い
な
い
テ
ー
マ
に
つ
い

て
ご
要
望
が
あ
る
場
合
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

市
の
職
員
が

　
　

お
伺
い
し
ま
す

メ
ニ
ュ
ー
は
69
講
座

あ
な
た
の
、皆
さ
ん
の

　

ご
注
文
を
お
聞
き
し
、

　
　

職
員
が
出
前
し
ま
す
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　市では、市内にある11の工業団地を核に工
業の振興を図りながら、元気な産業を育むま
ちづくりを進めています。
　また、平成19年7月には、ものづくり企業
による甲賀市工業会を設立いただき、支援を
お願いしながら“ものづくりのまち甲賀”へ
の取り組みを強化しています。
　特に昨年の新名神高速道路の開通、また本
年3月の同道路甲南ICの開通により、さらな
る企業進出に期待が高まりますが、昨年から
の世界同時不況による影響が深刻化、本市で
も工業団地内での工場閉鎖や移転など大き
な影響を受けています。
　こうした現状を踏まえ、3月27日、市工業
会理事の皆さんと中嶋市長、安田副市長によ
る懇談会が行われました。
　工業会側からは、本市の財政運営や市内の
公共交通機関の現状や展望、基幹道路の整備
方針、さらには公立甲賀病院の整備など、市
の重要施策について市の考え方に質疑や提
言が行われました。また、市からも、企業の経
営状況や回復の兆しなどを聞かせていただ
きました。
　今回の懇談会は、民と官が情報を共有しな
がら、お互いが支えあい、元気な産業を育む
まちづくりへの取り組みのための貴重な時
間となりました。
　市では、今後もこうした懇談会を重ねなが
ら、ものづくりのまち甲賀に向けて確実に歩
み続けます。

ものづくりのまち
甲賀を語る

▼熱心に意見が交わされた懇談会

分野 No. テ　ー　マ

ま
ち
づ
く
り

1 協働のまちづくりってな～に？

2 魅力あるまちづくり

3 甲賀市ロードサポート制度について

4 土地区画整理事業について

5 幹線道路網の整備について

6 くらしと下水道

7 甲賀市のIT施策について

市
制
・
財
政

8 甲賀市の行政改革について

9 甲賀市の総合計画について

10 甲賀市の財政状況

11 地域情報誌つくり

12 開かれた市政への「情報公開制度」

13 人材育成と人事評価
議
会
・

選
挙

14 市民と議会

15 選挙の豆知識

福
祉
・
健
康

16 子育て支援

17 障害者福祉サービス

18 高齢者福祉サービス

19 介護保険

20 知っておきたい国民健康保険

21 あなたのための国民年金

22 福祉医療制度について

甲賀市まちづくり「出前講座」を開講
●
出
前
講
座
の
ご
注
文

　

出
前
講
座
の
対
象
や
開
催

日
、費
用
な
ど
は
次
の
と
お
り

で
す
。

▼�
対　

象　

市
内
在
住
の
方

で
構
成
す
る
、概
ね
10
人
以

上
の
グ
ル
ー
プ

▼�

開
催
日　

年
末
年
始
を
除

き
、午
前
９
時
～
午
後
９
時

の
間（
１
講
座
60
分
以
内
）

▼�

会　

場　

申
込
者
で
準
備

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼�

費　

用　

原
則
無
料
で
す
。

（
教
材
費
が
必
要
な
場
合
も

あ
り
ま
す
。）

▼�

申
込
方
法　

所
定
の
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

開
催
希
望
日
の
１
か
月
前

ま
で
に
、市
民
活
動
推
進
課

へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

（
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

※�

申
込
書
は
、市
民
活
動
推
進

課
お
よ
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
あ
り
ま
す
。

市
民
活
動
推
進
課 

交
流
推
進
担
当

☎
６
５
-０
６
０
４

 

6
3
-4
5
5
4

問
い
合
わ
せ

甲賀市まちづくり出前講座メニュー

～甲賀市工業会が市と意見交換～
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　●
人
権
擁
護
委
員

　

森も
り
む
ら村
シ
ズ
子こ

　

中な
か
じ
ま島　

清き
よ
み美

　

池い
け
だ田　

仁ひ
と
み美

　

田た
な
か中
美み

よ

こ
代
子

　2
〜
7
ペ
ー
ジ
に
掲
載

　◦�

平
成
20
年
度
甲
賀
市
一
般
会

計
補
正
予
算（
第
4
号
・
第
5

号
・
第
6
号
）

◦�

平
成
20
年
度
甲
賀
市
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
4
号
）

◦�

平
成
20
年
度
甲
賀
市
老
人
保

健
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
2
号
）

◦�

平
成
20
年
度
甲
賀
市
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予

算（
第
3
号
）

◦�

平
成
20
年
度
甲
賀
市
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第

3
号
）

◦�

平
成
20
年
度
甲
賀
市
公
共
下

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算（
第
3
号
）

◦�

平
成
20
年
度
甲
賀
市
農
業
集

落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
3
号
）

◦�

平
成
20
年
度
甲
賀
市
土
地
取

得
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
2
号
）

◦�

平
成
20
年
度
甲
賀
市
鉄
道
経

営
安
定
対
策
基
金
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
1
号
）

◦�

平
成
20
年
度
甲
賀
市
鉄
道
施

設
整
備
基
金
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
2
号
）

◦�

平
成
20
年
度
甲
賀
市
国
民
健

康
保
険
診
療
所
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
3
号
）

◦�

平
成
20
年
度
甲
賀
市
浄
化
槽

管
理
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算（
第
1
号
）

◦�

平
成
20
年
度
甲
賀
市
病
院
事

業
会
計
補
正
予
算（
第
1
号
）

◦�
平
成
20
年
度
甲
賀
市
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算（
第
3
号
）

　◦�

甲
賀
市
保
育
の
実
施
に
関
す

る
条
例

◦�

甲
賀
市
保
育
園
設
置
等
に
関

す
る
条
例

◦�

甲
賀
市
障
害
者
施
策
推
進
協

議
会
条
例

◦�

甲
賀
市
民
文
化
ホ
ー
ル
条
例

◦�

甲
賀
市
行
政
組
織
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

◦�

甲
賀
市
職
員
定
数
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

◦�

甲
賀
市
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

◦�

甲
賀
市
手
数
料
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

◦�

甲
賀
市
児
童
ク
ラ
ブ
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

◦�

甲
賀
市
老
人
福
祉
医
療
費
助

成
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

◦�

甲
賀
市
健
康
診
査
受
診
料
徴

収
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

◦�

甲
賀
市
介
護
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

◦�

甲
賀
市
立
幼
稚
園
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

◦�

甲
賀
市
公
民
館
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

◦�

甲
賀
市
歴
史
民
俗
資
料
館
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◦�

甲
賀
市
消
防
団
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

甲
賀
市
福
祉
ホ
ー
ル
他
81
件

第1回甲賀市議会定例会が2月25日から3月24日までの会期で開催されました。
審議可決された主な議案は次のとおりです。

平成
21年 第1回　甲賀市議会定例会

指
定
管
理
者
の
指
定

条
例
の
制
定

委
員
の
推
薦（
敬
称
略
・
順
不
同
）

平
成
21
年
度
予
算

平
成
20
年
度
補
正
予
算

　市長の諮問機関であり、市の環境保全等に関する重要事
項の審議を行う環境審議会委員を募集します。

●応募方法
応募資格／�甲賀市の他の機関等の委員ではなく、市内に1年

以上継続して居住する20歳以上の方で、環境問
題に深い関心のある方

　　　　　※国・地方公共団体の議員や公務員以外の方

応募方法／����生活環境課及び各支所の備え置き、または市ホ
ームページに掲載の募集要項を確認のうえ、応
募用紙と小論文（様式任意。甲賀市の環境に関す
る考え方や応募動機を800字程度にまとめたも
の）を提出してください。

提 出 先／生活環境課・各支所
締　　切／5月14日（木）（郵送の場合は当日消印有効）

問い合わせ　　　　　　  生活環境課　環境政策担当
〒528-8502 水口町水口6053番地
☎ 65‐0691　  63‐4582

　組　織／10名の委員で構成	 募集人数／2名
　任　期／2年	 報　酬／規定あり
　審議会開催／年2回程度

甲賀市環境審議会委員を募集
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地
域
の
安
全
、安
心

の
た
め
に
活
躍

問い合わせ 総務課 総合防災係 ☎ 65-0665  63-4554

退団された方 （々勤続5年以上の退団者・敬称略・順不同）

▲

退
団
さ
れ
る
方
へ
感
謝
状
の
授
与

▲

訓
練
に
励
む
女
性
消
防
団
員

〜
甲
賀
市
消
防
団
の
入
団
・
退
団
〜

長
年
に
わ
た
り
消
防
団
員
と
し
て
地
域
防
災
に
貢
献

い
た
だ
い
た
1
0
6
名
の
方
々
が
退
団
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、ご
自
身
の
お
仕
事
を
も
ち
な
が
ら
の
消

防
団
活
動
、本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

ま
た
、新
た
に
1
0
8
名
の
方
々
が
入
団
さ
れ
ま
し

た
。今
後
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
の
活
動
に
期
待
し
ま
す
。

春
の
褒
章

市
消
防
団
水
口
方
面
隊
長
が

藍
綬
褒
章
を
受
章

味
岡
氏
は
、昭
和
45
年
に
水
口
町
消
防
団
員

を
拝
命
、以
来
、常
に
職
責
を
自
覚
し
規
律
正

し
く
献
身
的
に
職
務
に
精
励
さ
れ
ま
し
た
。平

成
11
年
か
ら
は
水
口
町
消
防
団
副
団
長
と
し

て
、消
防
団
活
動
の
円
滑
な
運
営
と
推
進
に
努

め
、平
成
16
年
の
５
町
合
併
後
に
は
、水
口
方

面
隊
長（
副
団
長
級
）と
し
て
地
域
に
愛
さ
れ

信
頼
さ
れ
る
消
防
団
の
育
成
に
努
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

味あ
じ
お
か岡 

利と
し
お夫
氏

（
水
口
町
嶬
峨
）
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安心して市民活動を〜市民活動総合補償制度〜

　市では、ボランティア活動や清掃活動などに参加される方
やその主催者の方が、安心して活動できるよう、市民活動中の
事故を市が補償する「市民活動総合補償制度」を実施していま
す。

　活動場所が市内にあり、5人以上の共通の目的を持った市
民による継続的・計画的な活動が対象となります。ただし、政
治、宗教、営利を目的とした活動や企業活動として活動する会
社、事業所内の団体による活動、報酬等が出ている場合は対象
外です。

【賠償責任保険】
　市民活動団体が活動中に管理監督者等の過失により、参加
者や第三者が負傷した場合や、財物に損害を与え法律上の損
害賠償を負った場合

【傷害保険】
　市民活動団体の指導者、ボランティアまたは各種事業の参
加者などが活動中に急激かつ偶然な外来の事故によって、死
亡したり、後遺障がいを被ったり、または入院、通院による治

療を要するけがをした場合

・指導者や参加者の故意による事故
・地震や洪水などの自然災害による事故
・暴動、騒じょう、労働争議による事故
・無資格運転や酒酔い運転
・�スポーツを行うことを目的とした団体の競技者が行うスポーツ活動
・�山岳登坂、スカイダイビング、ハングライダー搭乗など危
険を伴うスポーツでの事故
・�施設の管理瑕

か し

疵による事故、参加者本人または親族が所有
する自動車などによる事故
・脳疾患、疾病、心神喪失などの内的要因による事故
・けんかや自殺行為、犯罪行為による傷害
・他覚的症状のないむち打ち症や腰痛

　団体を所管する市の担当課に、「市民活動団体活動届」をご
提出ください。

　事故が発生した場合、必ず2週間以内に、その活動に関係す
る担当課等へ連絡し、「事故発生報告書」を提出してください。

1事故につき、
20,000円は免責
で自己負担

区分 てん補限度額

対 人 賠 償 1名　　6,000万円
1事故　2億円

対 物 賠 償 1事故　100万円
受託品賠償 1事故　100万円

入院・通院保険
金は、事故日
より合算して
180日が限度

区分 給付限度額
死 亡 1名　200万円
後遺障害 1名6～200万円
入 院 1名1日3,000円（180日限度）
通 院 1名1日1,000円（90日限度）補償制度の対象となる活動

補償内容

対象とならない事故

活動届の提出

事故が発生したら

問い合わせ 市民活動推進課　市民活動担当　☎ 65‐0687   63‐4554

　　　　　　　　　　　人権推進課　人権政策担当　〒528-8502 水口町水口6053番地
☎ 65-0695　  63-4582　Eメール koka245000@city.koka. lg.jp
問い合わせ・申し込み

一
緒
に
男
女
共
同
参
画
の
ま
ち
づ
く
り
を

　

市
で
は
、地
域
に
根
ざ
し
た
男

女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向

け
て
、男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く

り
の
推
進
に
関
す
る
事
項
を
調

査
・
審
議
す
る「
甲
賀
市
男
女
共

同
参
画
の
ま
ち
づ
く
り
懇
話
会
」

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、さ
ま
ざ

ま
な
ご
意
見
・
ご
提
案
な
ど
を
お

聞
き
し
、と
も
に
考
え
、男
女
共

同
参
画
推
進
の
施
策
に
反
映
さ

せ
る
た
め
、懇
話
会
委
員
を
募
集

し
ま
す
。

●
応
募
資
格

　

�

市
内
在
住
の
満
20
歳
以
上
の

方（
た
だ
し
、国
や
地
方
公
共

団
体
の
議
員
や
常
勤
の
公
務

員
の
方
は
応
募
で
き
ま
せ

ん
。）

●
募
集
人
数　

5
人
以
内

●
委
員
任
期

　

平
成
21
年
6
月
〜平成

23
年
3
月

●
主
な
仕
事

　

�

懇
話
会
は
、こ
の
公
募
で
選
ば

れ
た
市
民
と
学
識
経
験
者
な
ど

10
人
以
内
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

委
員
は
、年
4
回
程
度
の
会
議

に
出
席
し
て
、甲
賀
市
に
お
け

る
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

の
推
進
に
関
す
る
事
項
に
つ
い

て
、調
査
・
審
議
・
提
言
な
ど
を

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

�　

な
お
、委
員
に
は
職
務
上
知

り
得
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は

な
ら
な
い
義
務
が
課
せ
ら
れ

ま
す
。

●
応
募
方
法

　

�

人
権
推
進
課
ま
た
は
各
支
所
に

備
え
付
け
の「
甲
賀
市
男
女
共

同
参
画
の
ま
ち
づ
く
り
懇
話
会

委
員
応
募
用
紙
」に
必
要
事
項

を
ご
記
入
の
上
、郵
送
、持
参
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
E
メ
ー
ル

で
下
記
へ
提
出
く
だ
さ
い
。

　

�

な
お
、応
募
用
紙
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

●
募
集
期
間

　

5
月
1
日（
金
）〜
15
日（
金
）

�　

�（
応
募
用
紙
を
持
参
す
る
場
合

は
、土
・
日
を
除
く
執
務
時
間

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。郵
送
の

場
合
は
、5
月
15
日
到
着
分
ま

で
が
有
効
で
す
。）

※�

選
考
委
員
会
に
お
い
て
、応
募

用
紙
記
載
内
容
に
よ
り
委
員

の
選
考
を
行
い
ま
す
。な
お
、

必
要
に
応
じ
て
面
接
を
実
施

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。選
考

結
果
は
応
募
者
全
員
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

〜
甲
賀
市
男
女
共
同
参
画
の

　
　
　

ま
ち
づ
く
り
懇
話
会
委
員
募
集
〜
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は
し
か（
麻
し
ん
）は
感
染
力

の
大
変
強
い
感
染
症
で
す
。自

分
が
感
染
し
な
い
た
め
だ
け
で

な
く
、周
り
の
人
に
感
染
を
広

げ
な
い
た
め
に
も
予
防
接
種
は

大
切
で
す
。予
防
接
種
を
受
け

た
こ
と
が
な
い
方
は
も
ち
ろ

ん
、1
回
受
け
た
こ
と
が
あ
る

方
も
、2
回
目
の
予
防
接
種
を

受
け
ま
し
ょ
う
。　

▼
対
象
者

・�

保
育
園
・
幼
稚
園
年
長
児（
平

成
15
年
4
月
2
日
〜
平
成
16

年
4
月
1
日
生
ま
れ
）

・�

中
学
1
年
生
に
相
当
す
る
年

齢
の
方（
平
成
8
年
4
月
2
日

〜
平
成
9
年
4
月
1
日
生
ま

れ
）

・�

高
校
3
年
生
に
相
当
す
る
年

齢
の
方（
平
成
3
年
4
月
2
日

〜
平
成
4
年
4
月
1
日
生
ま

れ
）

▼
期
間

　

平
成
22
年
3
月
31
日
ま
で

　
（
各
医
療
機
関
診
察
期
間
内
）

※�
体
調
の
良
い
時
期
で
、早
期

の
接
種
を
お
勧
め
し
ま
す
。

▼
費
用

　

�

無
料（
接
種
期
間
を
超
え
ま

す
と
1
万
円
程
度
の
自
己
負

担
が
生
じ
ま
す
）

▼
実
施
医
療
機
関
・
予
約
方
法

　

�

医
療
機
関
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
。送
付
し
て
い
ま
す
通

知
文
書
、ま
た
は
、健
診
・
予

防
接
種
カ
レ
ン
ダ
ー（
P
21

〜
23
）を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
持
ち
物

　

�

予
診
票
、本
人
の
確
認
が
出

来
る
健
康
保
険
証
、母
子
健

康
手
帳

※�

保
育
園
・
幼
稚
園
の
年
長
児
・

中
学
1
年
生
に
相
当
す
る
年

齢
の
方
に
は
園
、学
校
を
通

じ
て
、ま
た
、高
校
3
年
生
に

相
当
す
る
年
齢
の
方
に
は
個

人
宛
に
通
知
を
し
て
い
ま

す
。

保
健
介
護
課　

健
康
支
援
担
当

☎
6
5
-0
7
0
3

 

6
3
-4
0
8
5

問
い
合
わ
せ

麻
し
ん
・
風
し
ん

混
合
予
防
接
種
を
実
施

保
育
園
・
幼
稚
園
年
長
児

中
学
1
年
生

高
校
3
年
生

の
方
を
対
象
に

　市では、概ね生後3か月のお子さんがおられるす
べての家庭を訪問し、子育てに関する不安を少しで
も解消し、地域で安心して楽しく子育てしていただ
けるよう、「こんにちは赤ちゃん事業」を実施してい
ます。
　地元の民生委員児童委員（主任児童委員）が訪問
し、「おめでとう」の気持ちとともに子育てに役立つ
情報等をお届けします。育児に関する相談や、相談機
関の紹介もしますので、お気軽にご相談ください。
　訪問は、事前に電話等で連絡し、ご都合の良い日
にお伺いします。訪問日程は次のとおりですが、里
帰り出産等で長期不在になる場合は、時期をずらし
て訪問します。

訪問月 訪問対象児（誕生月）
平成21年 5 月 平成21年  2 月生
平成21年 6 月 平成21年  3 月生
平成21年 7 月 平成21年  4 月生
平成21年 8 月 平成21年  5 月生
平成21年 9 月 平成21年  6 月生
平成21年10月 平成21年  7 月生
平成21年11月 平成21年  8 月生
平成21年12月 平成21年  9 月生
平成22年 1月 平成21年 10月生
平成22年 2月 平成21年 11月生
平成22年 3月 平成21年 12月生

問い合わせ　　　　　　  社会福祉課　家庭児童相談室
☎ 65‐0660　  63‐4085

こんにちは赤ちゃん事業

赤ちゃんの健やかな成長と
楽しい子育てを応援
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問い合わせ
発達支援室　☎ 65‐0735   63‐4085

　市では、主に発達に課題がある方一人ひとりに応じた「継続した支援」を行うため、その方の
成長や記録を書き込むノート「ここあいパスポート」を作成しました。
　充実した生活を送るためには、支援を必要とするすべての人に対し、医療・保健・福祉・教育・
就労などの機関が、とぎれのない関わりをすることが大切です。このパスポートを利用するこ
とで、支援を必要とする人の情報が、各関係機関に伝達されることをねらいとしています。
　本人・保護者・支援関係者が書き込んでいくことで、その人だけのここあいパスポートが生ま
れます。ぜひご活用ください。

※�ここあいパスポートを持つことは、例えば身体障害者手帳や
療育手帳を取得したときのような税額の減免や具体的なサ
ービス（ヘルパー派遣や福祉用具給付等）の提供を受けるこ
ととは直接関係がありません。身体障害者手帳・療育手帳に
関しては、社会福祉課にご相談ください。

　

7
月
1
日
か
ら
、現
行
手
数
料
を
2
0
0
円
と
し
て
い

ま
す
各
種
証
明
等
交
付
手
数
料
に
つ
い
て
、3
0
0
円
に

改
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ご
利
用
の
皆
さ
ん
に
は
ご
負
担
を
お
か
け
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、ご
理
解
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

手
数
料
を
改
定
す
る
証
明
書
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

住
民
票
や
印
鑑
証
明
、

所
得
証
明
な
ど
の

手
数
料
を
改
定

7月から証明書などの種類 現行手数料 改定手数料

住
民
票
関
係

住民票の写し

1件につき
200円

1件につき
300円

住民票記載事項証明書
年金現況届（公的年金以外）
外国人登録原票記載事項証明書
印鑑証明書
認可地縁団体印鑑登録証明書
戸籍の附票の写し
公簿の閲覧
その他の諸証明
※戸籍の謄本・抄本については変更しません

税
関
係

課税証明書
非課税証明書
所得証明書
納税証明書
固定資産課税台帳記載事項証明書
固定資産課税台帳閲覧
その他の諸証明

問い合わせ 市民課　☎ 65‐0683   65‐6338

　発達支援室は、発達障がいに対し、保健・福祉・教育・
医療・就労などの各機関が連携して、生涯にわたり継
続して支援する体制をつくることを目的に今年度開
設しました。
●主な業務
相談業務／就学前発達相談／療育教室（こじか教室）の
運営／発達障がい理解の啓発活動／支援体制の整備
●対　象　市内在住の方で
◦発達障がいのある方
◦�心身の発達に遅れや偏りのある、またはその疑い
のある方

発達支援室を開設

ここあいパスポートはどこでもらえるの？
　市ホームページで入手いただけます。また、発達支援室
でもお渡しします。初めて利用するときは、下記の問い合
わせ先、または、相談先・園・学校の先生等にご相談くだ
さい。

ここあいパスポートはいつ利用したらいいの？
誰でももらえるの？
　ここあいパスポートに「利用は○○歳から・・・」などとい
う決まりはありません。本人・保護者・支援関係者の方が利
用してみたいと思ったときが、スタートです。
　また、ここあいパスポートを持つことに対し、特別な審査
は必要ありませんので、利用したい方は下記の問い合わせ
先までご連絡ください。

ここあいパスポートを利用すると？
◦�いろいろな機関に相談をするときに、分かりやすく説明
できます。
◦�記録が整理されるので、成長の過程や経過が分かります。
◦�先生や支援センターの人も協力してくれるので、大切な
情報が増えていきます。

一人ひとりに応じた「継続した支援」のために
～ ～ここあいパスポート
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　家庭や事業所などでお使いの浄化槽は、維持管理
が適正に行われることによってはじめてきれいな水
を川に流すことができる装置です。河川の汚濁を防
ぐため、浄化槽法により「保守点検」「清掃」「法定
検査」が義務付けられています。法定検査は、保守
点検や清掃が適正に行なわれ、浄化槽の機能が正常
に維持されているかどうか確認する検査で、毎年1
回の受検が義務付けられ、罰則規定も設けられてい
ます。

法定検査の内容が変わりました
　浄化槽管理者（設置者）の皆さんに、毎年1回法
定検査を確実に受検していただけるよう、4月から
法定検査に、新たな検査方式が導入されました。
　10人槽以下の浄化槽を対象に、BOD（生物化学
的酸素要求量）の水質検査を導入し、従来実施して
きた外観検査の一部を省略した検査を実施します。
保守点検業者に所属する指定採水員が1次検査を実

施し、結果が「不可」で原因が明確でない場合、滋
賀県知事指定検査機関が2次検査を実施して総合判
定を行います。また、5年に1回、滋賀県知事指定検
査機関による法定検査を実施します。
　浄化槽管理者（設置者）の皆さんは、保守点検・清掃
業務を委託されている業者へ受検申込が必要です。

■検査手数料

　5,000円（2次検査の手数料は必要ありません。）

浄化槽の法定検査を受検しましょう

問い合わせ

県知事指定検査機関  （社）滋賀県生活環境事業協会
☎ 077‐554‐9271　  077‐554‐9293
県琵琶湖環境部循環社会推進課
☎ 077‐528‐3474　  077‐528‐4845
下水道管理課　普及啓発係
☎ 86‐8398　  86‐8032

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
新
た
に
次

の
区
域
で
公
共
下
水
道
が
使
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

排
水
設
備
工
事
で
下
水
道
に
接
続

　

下
水
道
が
供
用
開
始
さ
れ
た
区
域
の
家

屋
や
工
場
（
事
業
場
）
で
は
、
汚
水
を
下

水
道
に
流
入
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
工
事

（
排
水
設
備
工
事
）
を
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
く
み
取
り
便
所

が
設
け
ら
れ
て
い
る
場
合
は
、
3
年
以
内

に
水
洗
便
所
に
改
造
す
る
よ
う
下
水
道
法

で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
、
ま
た
地
域

一
帯
の
環
境
衛
生
の
向
上
の
た
め
に
も
、

早
期
に
排
水
設
備
工
事
を
行
い
、
下
水
道

へ
接
続
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

排
水
設
備
工
事
は
指
定
工
事
店
で

　

排
水
設
備
工
事
は
定
め
ら
れ
た
基
準
ど

お
り
に
行
わ
な
い
と
、
故
障
の
原
因
と
な

る
ば
か
り
か
、
市
が
管
理
し
て
い
る
下
水

道
施
設
に
も
悪
い
影
響
を
及
ぼ
し
て
し
ま

い
ま
す
。
指
定
工
事
店
と
は
、
そ
の
工
事

に
必
要
な
技
術
を
習
得
し
て
い
る
専
属
し

た
「
責
任
技
術
者
」
が
い
る
な
ど
、
要
件

に
適
合
し
て
い
る
工
事
業
者
と
し
て
市
が

指
定
し
て
い
る
も
の
で
す
。
排
水
設
備
工

事
は
必
ず
指
定
工
事
店
で
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
指
定
工
事
店
一
覧
が
必
要
な
場
合
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

工
事
資
金
の
融
資
を
あ
っ
せ
ん

　

公
共
下
水
道
に
接
続
す
る
水
洗
便
所
に

改
造
す
る
な
ど
、
そ
の
改
造
等
に
必
要
と

す
る
資
金
の
融
資
を
市
が
市
内
金
融
機
関

に
あ
っ
せ
ん
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
指
定
工
事
店
ま
た
は
下
水

道
管
理
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

公
共
下
水
道
の

　
　
　

使
え
る
区
域
広
が
る

水
口
地
域

桜
ヶ
丘
・
第
3
水
口
台
・
第
4
水
口
台
・

泉
・
宇
川
の
各
一
部

希
望
ヶ
丘
本
町
10
丁
目
、
深
川
・
柑
子
・
竜

法
師
の
各
一
部

勅
旨
の
一
部

甲
南
地
域

信
楽
地
域

下
水
道
管
理
課　

普
及
啓
発
係

☎
8
6
-8
3
9
8　

 

8
6
-8
0
3
2

問
い
合
わ
せ

2009.5.115



信楽焼の器で地酒を

〜ほろ酔いうつわと地酒展〜

賀
市
を
は
じ
め
と
す
る
県
内
に
は
、

き
れ
い
な
水
と
良
質
の
米
か
ら
で

き
る
地
酒
が
多
く
あ
り
、
県
外
の
フ
ァ
ン

も
多
く
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
地
酒
と
そ
れ

に
あ
わ
せ
る
信
楽
焼
の
器
を
集
め
た
「
ほ

ろ
酔
い
う
つ
わ
と
地
酒
展
」
が
陶
芸
の
森

信
楽
産
業
展
示
館
で
５
月
10
日
ま
で
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
催
し
は
、
信
楽
焼
振
興
協
議
会
と
県

酒
造
組
合
の
協
力
で
実
現
、
県
内
の
49
種

類
の
地
酒
と
２
８
１
種
類
の
信
楽
焼
の
器

が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
会
場
に
は
、
お

酒
の
口
当
た
り
や
、
見
た
目
を
考
え
て
作

ら
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
色
、
形
の
器
が
並
び
、

〜
春
の
交
通
安
全
運
動
〜

双
子
の
忍
者
ら
が

交
通
安
全
呼
び
か
け
る

月
６
日
か
ら
15
日

ま
で
、
全
国
展
開

さ
れ
た
春
の
交
通
安
全
運

動
。
甲
賀
地
域
で
も
甲
賀

湖
南
交
通
安
全
協
会
に
よ

る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト
が
湖
南
市
地
先
で
行
わ

れ
、
忍
者
に
ふ
ん
し
た
パ

ト
ロ
ー
ル
隊
員
ら
が
道
行
く
ド
ラ
イ
バ
ー
に
交
通
安
全

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

特
に
今
年
は
、

甲
賀
町
の
大
原
小

学
校
４
年
生
の
辻つ

じ

彩あ
や
か花
さ
ん
と
萌も

え
か花

さ
ん
の
双
子
の
姉

妹
が
忍
者
姿
で
特

別
参
加
、
啓
発
用

品
を
手
渡
し
な
が

ら
、「
安
全
運
転
を

お
願
い
し
ま
す
」

と
啓
発
に
一
役

か
っ
て
く
れ
ま
し

た
。

▲安全運転を願う啓発グッズ

▲県内の地酒と趣向を凝らした器が並ぶ会場

▲

�

ド
ラ
イ
バ
ー
に
啓
発
用
品
を
手
渡
す

辻
さ
ん
姉
妹

甲

さくらの里賑わう

〜咲くや鮎河さくらまつり〜

山
町
鮎
河
地
域
一
帯
が
満
開
の
さ

く
ら
で
包
ま
れ
る
春
先
、
今
年
も

咲
く
や
鮎
河
さ
く
ら
ま
つ
り
が
４
月
11
日
、

12
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
早
く
も
初
夏
を
思
わ
せ
る

絶
好
の
お
花
見
日
和
。
新
名
神
が
開
通
し

た
こ
と
も
あ
り
、
今
年
は
例
年
を
は
る
か

に
上
回
る
人
出
で
他
府
県
ナ
ン
バ
ー
の
車

も
目
立
つ
中
、
う
ぐ
い
川
沿
い
に
多
く
の

人
が
シ
ー
ト
を
広
げ
満
開
の
さ
く
ら
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
に
は
、
地
元
産
の
そ
ば
や
餅

を
は
じ
め
と
す
る
い
ろ
ん
な
お
店
も
並
び
、

た
く
さ
ん
の
人
が
春
を
満
喫
し
ま
し
た
。

▲多くの花見客が訪れたうぐい川

土

お
酒
好
き
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
そ

れ
以
外
の
方
で
も
楽
し
め
る
展
示

と
な
り
ま
し
た
。

4
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　伴良松さんは、元高校教諭として県内の各学校で
教壇に立たれ、また、高校硬式野球部の監督として
活躍、昭和42年には、当時在職されていた守山高校
で甲子園に出場の経験もお持ちです。
　伴さんと陶芸との出会いは、定年退職後に勤務さ
れたレイカディア大学事務局職員の時、「職員とし
て同大学の陶芸学科の担当をしているうちにいつ
の間にか陶芸の魅力にのめり込んでしまった」との
こと。職員から同大学の学生に転身、同大学で２年
間陶芸を学び、その後、サークルでの活動を経て、独
立、現在は一人で陶芸を続けられています。
　「中途半端は
あかん。やるか
らには徹底し
てやらないと
あかん」と言い
切る伴さん。自
らが使う陶土
も県内あちら
こちらの山を
歩き、土堀りから粘土の調合までも自分でやるとい
う徹底ぶりです。「陶芸は趣味です」と話される伴さ
んですが、陶芸に取り組む姿は作家そのもの。
　伴さんは、１年間かけて作った作品約120個を年
に一度、信楽の穴窯に運び６日間かけて焼き上げら
れるそうです。今年も３月16日から21日までの６
日間窯焚きをされ、27日に作品の窯出しをされまし
た。
　何百束の松割り木を入れ続ける窯焚き、熱さとの
戦いには相当の体力が求められます。「作品を窯か
ら出すときの興奮を味わい続けたい。気力は持って
いるけど、体力がいつまで続くかが心配。」と話され
る伴さん。これからは、教え子たちが手伝ってくれ
るのも楽しみと、元教師ならではのひと言も。「広報
見たら手伝いにきてや」との伝言もお預かりしまし
た。
　体力が続く限り頑張ってもらいたいものです。

甲子園監督から
　　　　　　陶芸の道へ

GENKI na MACHIKADO伴ば
ん　

良よ
し
ま
つ松

さ
ん

（
甲
賀
町
油
日
）

▲出来上がった作品を手にする伴さん

26

ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
の
祭
典

「
ラ 

フ
ェ
ス
タ 

プ
リ
マ

ベ
ラ
」
が
４
月
19
日
か
ら
22
日

に
近
畿
一
円
で
開
催
さ
れ
、
19

日
に
は
、
市
内
を
往
年
の
名
車

が
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

　

同
イ
ベ
ン
ト
は
、
１
９
２
７

年
か
ら
１
９
５
７
年
に
イ
タ
リ

ア
で
開
催
さ
れ
て
い
た
都
市
間

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
を
再
現
し
た
も

の
で
、
１
９
２
０
年
代
か
ら
70

年
代
の
貴
重
な
車
約
70
台
が
勢

揃
い
。
市
内
２
か
所
に
設
け
ら
れ
た
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
に
は
、

名
車
を
見
よ
う
と
カ
メ
ラ
を
持
っ
た
人
が
多
く
訪
れ
、
盛
ん
に

シ
ャ
ッ
タ
ー
が
切
ら
れ
ま
し
た
。

クラシックカー、
春の甲賀を駆け抜ける

〜ラ フェスタ プリマベラ〜

〜
水
口
曳
山
祭
〜

月
19
日
、
20
日
、
水
口
曳
山
祭
が
行
わ
れ
、
街
中
に
囃
子
が
鳴
り
響
き
、

勇
壮
に
曳
山
が
巡
行
し
ま
し
た
。

　

宵
宮
で
は
、
夕
暮
れ
に
各
町
の
曳
山
の
提
灯
が
灯
り
、
囃
子
が
奏
で
ら
れ
、

町
が
幻
想
的
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。ま
た
、

今
年
は
水
口
神
社
近
く
で
花
火
も
打
ち
上
げ
ら

れ
、
お
祭
ム
ー
ド
を
一
層
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
20

日
の
例
大
祭
に
は
、
テ
ン
ポ
の
良
い
囃
子
が
響
く

中
、
各
町
趣
向
を
凝
ら
し
た
「
ダ
シ
」
を
乗
せ
６

基
の
曳
山
が
勇
ま
し
く
練
り
歩
き
ま
し
た
。

　

町
衆
の
心
意
気
を
今
に
伝
え
る
水
口
曳
山
祭
、

今
年
も
勇
壮
、
華
麗
な
伝
統
文
化
に
大
勢
の
見
物

人
が
酔
い
し
れ
ま
し
た
。

心
意
気
乗
せ
、勇
ま
し
く
巡
行

ク

▲新緑の中を走るクラシックカー

4

▲曳山が集まる水口神社境内

▲窯焚き中の伴さん
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土
山
歴
史
民
俗
資
料
館

☎
６
６-

１
０
５
６　

 

６
６-

１
０
６
７

問
い
合
わ
せ

　

江
戸
時
代
、江
戸
と
京
・

上
方
を
結
ぶ
主
要
街
道
と

し
て
賑
わ
っ
た
東
海
道

は
、絵
の
題
材
と
し
て
も

多
く
の
作
品
に
描
か
れ
ま

し
た
。

　

東
海
道
の
風
景
を
描

い
た
浮
世
絵
に
、歌う

た
が
わ川
広ひ

ろ

重し
げ

の『
東
海
道
五
拾
三
次
』

（
保
永
堂
版
）が
あ
り
ま

す
。広
重
は
、多
く
の
道
中

記
や
名
所
図
を
描
い
て
い
ま
す
が
、天
保

４
年（
１
８
３
３
年
）頃
に
刊
行
さ
れ
た
こ

の
シ
リ
ー
ズ
は
そ
の
代
表
作
と
さ
れ
ま

す
。土
山
の
図「
春
の
雨
」は
、雨
の
中
を
進

む
大
名
行
列
の
様
子
で
、雨
の
土
山
を
印

象
づ
け
る
よ
う
な
作
品
で
す
。水
口
の
図

は「
名め

い
ぶ
つ物
干か

ん
ぴ
ょ
う瓢
」と
題
し
、郊
外
で
の
干
瓢

づ
く
り
の
情
景
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
に
生
ま
れ
た
浮
世
絵
は
、民

衆
の
新
し
い
文
化
と
し
て
発
展
し
ま
し

た
。も
と
も
と
、役
者
絵
や
美
人
画
と
い
っ

た
人
物
が
中
心
で
し
た
が
、北ほ

く
さ
い斎
・
広
重
ら

に
よ
る
風
景
版
画
の
確
立
に
よ
り
、新
た

な
分
野
が
展
開
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

江
戸
時
代
後
期
に
は
、庶
民
の
旅
が
盛

ん
に
な
り
、各
種
の
道
中
記
や
名
所
記
が

多
く
出
版
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

浮
世
絵
は
、鮮
や
か
な
色
彩
と
、街
道
の
名

所
・
名
物
が
ふ
ん
だ
ん
に
取
り
入
れ
ら
れ

た
構
図
か
ら
各
地
の
情
景
を
知
る
こ
と
が

で
き
、旅
の
情
報
媒
体
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
ま
し
た
。こ
の
こ
と
が
風
景
画
流

行
の
一
因
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

庶
民
文
化
と
し
て
親
し
ま
れ
た
浮
世

絵
。広
重
の
描
く
風
景
は
、街
道
の
特
徴
あ

る
一
場
面
を
切
り
取
り
、季
節
感
や
天
候

を
重
ね
て
叙
情
的
な
作
風
を
生
み
出
し
て

い
ま
す
。そ
れ
は
、優
れ
た
芸
術
作
品
で
あ

る
と
と
も
に
、現
代
に
江
戸
時
代
の
旅
や

暮
ら
し
ぶ
り
を
伝
え
る
貴
重
な
歴
史
資
料

で
も
あ
る
の
で
す
。

広重が描いた
東海道

甲
賀
市
の

　
　

文
化
財

■基本チェックリストとは
　自分の状態を振り返り、生活機能で衰えているとこ
ろを早めに知るための質問票です。
　定期的に自分の状態を知ることは、いきいきと活動
的な高齢期を過ごすために、大切なことです。「基本
チェックリスト」を用いて自分の生活を振り返ってみ
ましょう。
■生活機能とは
　日常の生活を維持していくための心身の能力のこ
とをいいます。

　要介護状態になる場合のきっかけは、「入れ歯の調
子が悪い」「何でもない場所でつまずいた」など、ごく
ささいな心身の不調
から始まることが多
くあります。この不
調を放置しておく
と、少しずつ筋力の
低下や低栄養などの
生活機能の低下を招き、やがて要介護状態から寝たき
りになるという悪循環を招く危険性があります。

保健介護課　介護保険担当	 ☎ 65-0699・0697　  63-4085問い合わせ

介 護
予 防
はじめま

しょう
を

37

基本チェックリストで
　　　　生活機能をチェック

▲東海道五拾三次之内土山　春の雨

　市では要介護・要支援認定を受けている方を除く昭和20
年３月31日までに生まれた方を対象に、５月中旬に基本チ
ェックリストを送付します。お手元に基本チェックリストが
届いたら、質問にお答えいただき、同封の封筒でご返送くだ
さい。切手は不要です。
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 農業振興課　鳥獣害対策係　☎ 65-0734　  63-4592問い合わせ

●
無
意
識
の
餌
付
け
の
禁
止

　

生
ゴ
ミ
や
農
作
物
等
を
放

置
し
て
お
く
と
野
生
動
物
を

誘
引
し
、餌
付
け
と
同
じ
こ
と

に
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、

・ 

米
を
収
穫
し
た
後
の
ヒ
コ
バ
エ 

・ 

放
棄
果
樹

・ 

野
菜
ク
ズ
の
投
棄

　

こ
れ
ら
は
野
生
動
物
に

と
っ
て
は
自
然
に
手
に
入
る

エ
サ
よ
り
も
栄
養
価
の
優
れ

た
エ
サ
に
な
り
ま
す
。撤
去
で

き
る
も
の
は
撤
去
し
、撤
去
で

き
な
い
も
の
は
防
護
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。ま
た
、次

の
よ
う
な
行
為
も
餌
付
け
に

な
り
ま
す
。

・ 

つ
く
り
捨
て
の
農
作
物

・ 

と
ら
れ
た
く
な
い
農
作
物
の

付
近
に
お
い
て
、野
生
動
物

の
目
が
向
く
こ
と
を
目
的

に
し
た
生
ご
み
等
の
エ
サ

　

絶
対
に
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

●
エ
サ
場
と
認
識
さ
せ
な
い

　

野
生
動
物
は
、簡
単
に
エ
サ

が
手
に
入
る
と
、そ
こ
を
エ
サ

場
と
し
て
認
識
し
て
し
ま
う
の

で
、年
間
を
通
じ
た
対
策
が
必

要
で
す
。

●
栄
養
の
向
上
の
防
止

　

集
落
で
手
に
入
る
エ
サ
は
山

等
で
得
ら
れ
る
エ
サ
に
比
べ
、

質
・
量
と
も
に
格
段
に
良
い
の

で
出
産
状
態
が
よ
く
な
り
、ま

た
死
亡
率
の
低
下
も
お
こ
り
ま

す
の
で
、生
息
頭
数
の
増
加
に

つ
な
が
り
ま
す
。

今回は防除対策として「餌付けの禁止と
誘引物の除去」について紹介します。鳥獣害対策ニュース 18No.

　

有
害
鳥
獣
捕
獲
及
び
個
体
数
調
整
事
業
の
状
況
は
次
の
と

お
り
で
す
。

〔
３
月
末
現
在
〕

●
サ
ル　
　
　

１
８
５
頭

●
イ
ノ
シ
シ　
　
　

53
頭

平
成
20
年
度
有
害
鳥
獣
捕
獲
状
況

●
シ
カ　
　
　

５
３
４
頭

●
ア
ラ
イ
グ
マ　
　

63
頭

　皆さんは、市の鳥「カワセミ」を実際に見たことがあり
ますか？「飛ぶ宝石」と呼ばれる美しい羽をもつ小鳥で、
水中にダイビングして小魚などを捕らえます。そのた
め、エサとなる水辺の生き物がたくさんいる環境にすん
でいます。
　このカワセミ、幻の鳥と思う方も多いですが、実は市
内に広くすんでいて、各地域の川や池で確認されます。
見つけにくいのは、カワセミの警戒心が非常に強いため
で、人の声や足音がすると、すぐに水辺から飛び去りま
す。
　市内の小魚が多い川や池には、きっとカワセミが来る
はずです。水辺に張り出した枝や岸辺の石にカワセミが
止まっていないか注意して、そっと近づいてみてくださ
い。エサ場となる川や池には、毎日のように訪れるので、
そうした場所を探すのがポイントです。
　みなくち子どもの森では、市内のカワセミマップを作

成して自然館で展
示します。ぜひ、近
所のカワセミ情報
をお寄せください。
５月３日（日）14時
からの「子どもの森
を歩こう」でも、カ
ワセミなど野鳥を
探します。

7日㈭、 11日㈪、 18日㈪、 25日㈪
5月の休園日

 みなくち子どもの森自然館
☎ 63-6712　  63-0466
問い合わせ

身近な鳥！？カワセミ第2回

～身近な甲賀の自然から、興味深い話題を紹介します～

甲賀 自然の
！見発
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３
、０
０
０
円
／
月

※
申
し
込
み
の
際
は
事
前
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。（
申
込
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
と
な
り
ま
す
。）

 
 

生
活
環
境
課

☎
６
５
ー
０
６
８
６　

６
３
ー
４
５
８
２

●
油
日
駅
前
駐
車
場
（
直
接
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
）

３
、０
０
０
円
／
月

 
 

油
日
駅
を
守
る
会

 

☎
８
８
ー
５
８
７
９

●
甲
南
駅
前
駐
輪
場
（
直
接
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
）

自
転
車　
１
、５
０
０
円
／
月

原　
付　
１
、８
０
０
円
／
月

 
 

甲
南
駅
前
駐
輪
場

 

☎
８
６
ー
０
５
９
０

（
受
付
時
間
／
６
時
15
分
〜
９
時
15
分
、

13
時
〜
14
時
、
18
時
30
分
〜
20
時
30
分
）

２
０
０
９

人
権
教
育
連
続
セ
ミ
ナ
ー

●
第
１
回

日
時　
５
月
19
日（
火
）19
時
30
分
～
21
時

場
所　

碧
水
ホ
ー
ル

内
容　

「
差
別
の
現
実
か
ら
深
く
学
ぶ
」

と
は
…

講
師　
松ま

つ
む
ら村

智さ
と
ひ
ろ広

さ
ん（（
財
）反
差
別
・

人
権
研
究
所
み
え
）

※
参
加
無
料
。
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記

あ
り
。（
必
要
な
方
は
当
日
受
付
で
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。）

お　

知　

ら　

せ

自
衛
官
募
集

 
 

自
衛
隊
滋
賀
地
方
協
力
本
部

草
津
地
域
事
務
所

☎
／

０
７
７
ー
５
６
３
ー
８
２
０
５

平
成
21
年
度
甲
賀
市
・
湖
南
市

手
話
入
門
講
座
受
講
生
募
集

日
時　
６
月
９
日（
火
）〜
10
月
27
日（
火
）

の
毎
週
火
曜
日（
実
習
を
含
む
全
20
回
）

た
だ
し
、８
月
11
日（
火
）は
休

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
所　

サ
ン
ト
ピ
ア
水
口

受
講
料　
無
料
、
た
だ
し
別
途
テ
キ
ス

ト
代
（
１
、２
０
０
円
）
が
必
要

対
象　
甲
賀
市
・
湖
南
市
に
お
住
ま
い

か
通
勤
さ
れ
て
い
る
方
で
、
全
過
程
を

受
講
可
能
な
方
（
初
心
者
の
方
歓
迎
）

定
員　

40
人
（
先
着
順
）

内
容

〈
講
義
〉

　①
「
聴
覚
障
害
者
の
基
礎
知
識
」　

②
「
手
話
の
基
礎
知
識
」

③
「
聴
覚
障
害
者
の
生
活
」　

〈
実
技
〉　

①
「
表
現
基
礎
練
習
」

②
「
簡
単
な
手
話
表
現
」

③
「
対
話
の
基
礎
練
習
」

④
「
会
話
練
習
」

申
込
締
切　
５
月
20
日（
水
）

申
込
方
法　
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

ご
記
入
の
上
、
直
接
持
参
か
郵
送
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
（
申
込
用
紙
は
、
社
会
福

祉
課
、
公
民
館
、
図
書
館
に
設
置
し
て

い
ま
す
。
な
お
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

 
 

社
会
福
祉
課

☎
６
５
ー
０
７
０
０　

６
３
ー
４
０
８
５

市
営
駐
車
場
の
利
用
者
募
集

受
付
期
間　
５
月
１
日（
金
）〜
15
日（
金
）

（
土・日・祝
を
除
く
９
時
〜
17
時
）

使
用
開
始
日　

６
月
１
日（
月
）

●
甲
賀
駅
南
駐
車
場　
５
区
画
（
う
ち

軽
自
動
車
３
区
画
）

募　
　
　

集

募集種目 受験資格 受付期間 試験日

一般、技術
幹部候補生
（飛行・音楽
要員を含む）

平成22年４月１日現在
20歳以上26歳未満の者
〔22歳未満は大卒者（見
込含む）〕
（大学院修士学位取得者
は28歳未満の者）

現在受付中
５月12日
（火）まで

一次試験　
５月16日（土）・
　　17日（日）
17日は飛行要員希望
者のみ

一般曹候補生 平成22年４月１日現在
18歳以上27歳未満の者

一次試験
５月23日（土）

＊詳しくは左記までお問い合わせください。

「子どもの権利条約」4つの柱
①生きる権利	 ②守られる権利
③育つ権利	 	 ④参加する権利

　「こどもの日」から１週間を「児童福祉週
間」と定め、児童福祉の理念の普及・啓発の
ための取り組みが全国的に行われます。今年
は、「子どもの権利条約」が国際連合総会で
採択されて20年目を迎えます。
　次世代を担う子ども達一人ひとりが大切

にされ夢をもって健やかに育ち、子どもを安
心して育てることのできる環境づくりにつ
いて、社会全体で考えていきましょう。
　お互いが思いやり、家族の絆や地域の絆を
深め、子どもをしっかりと見守っていきまし
ょう。

問い合わせ 社会福祉課　児童家庭支援担当	 ☎ 65‐0705　  63‐4085
家庭児童相談室		  	 ☎ 65‐0660　  63‐4085

5月5日から11日は、児童福祉週間です

あ
り
が
と
う

つ
た
わ
る
こ
こ
ろ
が

う
れ
し
い
よ

（
平
成
21
年
度「
児
童
福
祉
週
間
」標
語
）
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人
権
推
進
課

☎
６
５
ー
０
６
９
３　

６
３
ー
４
５
８
２

社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
労
働

（
雇
用
、
賃
金
等
）
相
談

日
時　
５
月
13
日（
水
）14
時
～
16
時

場
所　
水
口
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

申
込　

要
予
約
（
電
話
で
予
約
受
付
）

※
労
働
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談
を
受

け
付
け
ま
す
。

 
 

商
工
観
光
課

☎
６
５
ー
０
７
１
０　

６
３
ー
４
０
８
７

弁
理
士
に
よ
る
知
的
財
産
権

（
特
許･

実
用
新
案･

商
標
等
）

相
談
会

日
時　
５
月
27
日（
水
）

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

場
所　

湖
南
市
商
工
会

 
 

水
口
町
商
工
会

☎
６
２
ー
１
６
７
６　

６
３
ー
１
０
５
２

※
原
則
予
約
制

名
神
高
速
道
路
集
中
工
事
の
お

知
ら
せ

期
間　
５
月
11
日（
月
）朝
５
時
〜

23
日（
土
）朝
６
時

規
制
区
間　

名
神
高
速
道
路
豊
中
IC
〜

春
日
井
IC
間
上
下
線

規
制
方
式　

平
日
昼
夜
連
続
車
線
規
制

●�

豊
中
IC
〜
吹
田
IC
、大
山
崎
IC
〜
大
津

IC
は
土
日
も
昼
夜
連
続
車
線
規
制

●�

京
都
南
IC
～
京
都
東
IC
は
、５
月
11
日

（
月
）～
22
日（
金
）20
時
～
翌
朝
６
時

　
ま
で
通
行
止

※
東
名
阪
自
動
車
道
に
お
い
て
も
５
月

25
日（
月
）朝
５
時
～
６
月
６
日（
土
）

朝
６
時
ま
で
、
平
日
昼
夜
連
続
規
制

を
行
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
左
記
問
い
合
わ
せ
先
か
、

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本
、
中
日
本
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

 

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本

☎
０
１
２
０
ー
８
７
ー
１
６
２
０

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本

☎
０
１
２
０
ー
４
２
ー
１
６
２
０

交
通
事
故
相
談
所
の
ご
案
内

内
容　
損
害
賠
償
・
示
談
・
保
険
請
求

な
ど
の
交
通
事
故
相
談
（
面
接
ま
た
は

電
話
相
談
）

相
談
方
法　
面
接
、電
話
、文
書
（
郵
送
）

に
よ
る
相
談

費
用　

無
料
（
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。）

【
常
設
相
談
】

場
所

●
滋
賀
県
立
交
通
事
故
相
談
所

・
大
津
本
所
（
県
庁
別
館
１
階
）

・
彦
根
分
室
（
湖
東
合
同
庁
舎
２
階
）

日
時　

平
日
の
９
時
〜
16
時
（
た
だ
し

彦
根
分
室
の
面
接
相
談
は
火
、
木
）

【
巡
回
相
談
】

南
部
合
同
庁
舎
、
東
近
江
合
同
庁
舎
、
湖

北
合
同
庁
舎
へ
相
談
員
が
出
向
き
実
施

※
事
前
に
交
通
事
故
相
談
所
へ
電
話
予

約
く
だ
さ
い
。

 

滋
賀
県
立
交
通
事
故
相
談
所

　

 

大
津
本
所☎０

７
７
ー
５
２
８
ー
３
４
２
５

　

０
７
７
ー
５
２
８
ー
４
９
１
８

　

 

彦
根
分
室☎０

７
４
９
ー
２
７
ー
２
２
３
０

み
な
く
ち
子
ど
も
の
森

「
森
ま
つ
り
」

日
時　
５
月
４
日（
月
）〜
６
日（
水
）

受
付
時
間　

10
時
～
12
時
、13
時
～
16
時

場
所　

み
な
く
ち
子
ど
も
の
森
自
然
館

前
広
場

内
容　●

て
く
て
く
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

●
森
の
い
き
も
の
ビ
ン
ゴ

●
い
き
も
の
ス
ケ
ッ
チ

　

参
加
者
に
は
、
ミ
ニ
工
作
セ
ッ
ト
を

プ
レ
ゼ
ン
ト

※
事
前
申
込
不
要
。
参
加
費
無
料

 

み
な
く
ち
子
ど
も
の
森
自
然
館

☎
６
３
ー
６
７
１
２　

６
３
ー
０
４
６
６

み
な
く
ち
子
ど
も
の
森
を
歩
こ
う

「
鳥
の
さ
え
ず
り
」

日
時　
５
月
３
日（
日
）

14
時
～　
（
１
時
間
程
度
）

集
合　
み
な
く
ち
子
ど
も
の
森
自
然
館
前

内
容　
子
ど
も
の
森
園
内
で
色
鮮
や
か

な
夏
鳥
を
さ
が
し
ま
す
。

※
事
前
申
込
不
要
。
野
外
を
歩
け
る
服
装
で

催　
　
　

し

 

み
な
く
ち
子
ど
も
の
森
自
然
館

☎
６
３
ー
６
７
１
２　

６
３
ー
０
４
６
６

み
な
く
ち
子
ど
も
の
森
自
然
館

「
地
質
の
日
」
記
念
事
業

〜
火
山
灰
の
不
思
議
を
探
ろ
う
〜

日
時　
５
月
10
日（
日
）

14
時
～　
（
１
時
間
程
度
）

集
合　

み
な
く
ち
子
ど
も
の
森
自
然
館
前

※
事
前
申
込
不
要
（
先
着
30
名
程
度
）

※
入
館
料
（
大
人
２
０
０
円
・
小
中
学

生
１
０
０
円
）
が
必
要
。
野
外
を
歩
き

や
す
い
服
装
で

 

み
な
く
ち
子
ど
も
の
森
自
然
館

☎
６
３
ー
６
７
１
２　

６
３
ー
０
４
６
６

夜
空
旅
人
（
天
体
観
望
会
）

「
五
月
晴
れ
に
見
え
る
星
」

日
時　
５
月
９
日（
土
）

19
時
30
分
～
21
時
30
分

場
所　
か
ふ
か
生
涯
学
習
館

※
天
侯
に
よ
り
中
止
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

 
 

か
ふ
か
生
涯
学
習
館

☎
８
８
ー
４
１
０
０　

８
８
ー
５
０
５
５
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小
学
生
の
た
め
の
国
際
理
解
講
座

世
界
ま
な
び
じ
ゅ
く
２
０
０
９

第
１
回　
ス
ペ
イ
ン

日
時　
５
月
31
日（
日
）10
時
～
12
時

場
所　
忍
の
里
プ
ラ
ラ

対
象　
小
学
生（
大
人
も
可
）

参
加
費　

甲
賀
市
国
際
交
流
協
会
会
員　
３
０
０
円

非　
会　
員　
　
　
　
　
　
　
５
０
０
円

定
員　
40
名

申
込
締
切　
５
月
11
日（
月
）

 
 

甲
賀
市
国
際
交
流
協
会

☎
／

６
３
ー
８
７
２
８

（
月
〜
金　
10
時
〜
17
時
）

第
55
回
滋
賀
県
母
親
大
会

日
時　
５
月
24
日（
日
）

10
時
～（
受
付
９
時
20
分
〜
）

場
所　

甲
南
第
一
小
学
校

内
容　

【
分
科
会
】

【
全
体
会
】

●
講
演

「
子
ど
も
ら
の
笑
顔
輝
く
明
日
を
」

伊い
と
う藤
千ち

ひ
ろ尋
さ
ん

●
う
た

「
く
ら
し
の
中
か
ら
世
界
を
・
平
和

を
・
愛
を
う
た
う
」

歌
手
：
横よ

こ
い井
久く

み

こ
美
子
さ
ん

※
バ
ザ
ー
、
物
産
展
も
開
催

 

甲
賀
母
親
大
会
実
行
委
員
会

☎
８
６
ー
８
１
９
４　

８
６
ー
８
１
９
５

甲賀市民スタジアム
3・4日（日・月）

第26全日本少年野球大会県予選
９日（土）

第39回中部日本地区選抜中学校軟式野球大会
10・17日（日）

第64回国民体育大会予選（野球）
21・22日（木・金）

中体連春季総体第４ブロック大会（野球）
23・24日（土・日）

第80回都市対抗野球滋賀県一次予選
30日（土）

第39回中部日本地区選抜中学校軟式野球大会
31日（日）

第13回西日本選手権予選（野球）

●
５
月
の
催
し

※時間は変更される場合があるため掲載していません

2・5日（土・火）
県クラブユース大会（サッカー）

９日（土）
関西サッカーリーグ

16日（土）
全国自治体サッカー選手権大会関西予選

17日（日）
甲賀5年生大会（サッカー）

21日（木）
滋賀県中学校春季総体（サッカー）

23日（土）
体育協会長杯グラウンドゴルフ大会

多目的グラウンド

甲
南
ふ
れ
あ
い
の
館

「
ふ
れ
あ
い
親
子
陶
芸
教
室
」

日
時　
５
月
16
日（
土
）10
時
～
12
時

内
容　

オ
リ
ジ
ナ
ル
陶
器
の
作
成

定
員　

25
名
（
先
着
順
）

受
講
料
（
材
料
費
を
含
む
）

　
大
人
・
中
学
生　
５
０
０
円

　
小
学
生
以
下　
　
４
０
０
円

申
込
方
法　

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
左
記
ま
で

 
 

甲
南
ふ
れ
あ
い
の
館

（
月
火
休
館
・
10
時
〜
17
時
）

☎
／

８
６
ー
７
５
５
１

み
な
く
ち
子
ど
も
の
森 

し
ぜ
ん
学
習
会

「
昆
虫
の
暮
ら
し
を
の
ぞ
い
て

み
よ
う
！
」

日
時　
５
月
24
日（
日
）10
時
～
12
時

集
合
・
解
散　
み
な
く
ち
子
ど
も
の
森

自
然
館
前
（
雨
天
中
止
）

対
象　

子
ど
も
〜
大
人
（
定
員
15
人
）

持
ち
物　

資
料
代
１
０
０
円

申
込
方
法　

参
加
者
全
員
の
氏
名
・
住

所
・
年
齢
か
学
年
・
電
話
番
号
を
左
記

ま
で

申
込
締
切　
５
月
23
日（
土
）

 
 

み
な
く
ち
子
ど
も
の
森
自
然
館

☎
６
３
ー
６
７
１
２　

６
３
ー
０
４
６
６

第
34
回
春
の
山
野
草
展

期
日　
５
月
９
日（
土
）・10
日（
日
）

場
所　

水
口
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
入

定
額
給
付
金
は
地
元
で
使
い
ま
し
ょ
う

場
無
料
）

 

滋
賀
山
草
会
事
務
局

☎
８
６
ー
４
５
６
２

水
口
ス
ポ
ー
ツ
の
森
へ
行
こ
う

主　な　業　務
人権政策、人権啓発、人権教育、同和対策、男女共同参画、
地域総合センター、教育集会所（隣保館・教育集会所）

主　な　業　務
人権政策、人権啓発、人権教育、同和対策、男女共同参画、
地域総合センター（隣保館・教育集会所）

●誤

●正

— お詫びと訂正 —

P９・市役所の業務
人権推進課

P４・元気なまちかど
「甲南高校ブランド和菓子『里山』誕生」

●誤　�４月１日から甲南地域の菓子店や
新名神の甲南パーキングエリアな
どでも販売されています。

●正　�４月１日から甲南地域の菓子店で
販売されています。

４月15日号で下記の誤りがありました。お詫びして訂正します。
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世帯数 （＋83）32，359

総　数 （－26）95，808 人

男 （－13）47，502 人

女 （－13）48，306 人

世帯

H21.3.31現在　※（　）内は前月比

編 集

後 記

このコーナーでは市内の

保育園、幼稚園、小中学校の

児童・生徒が描いた絵を順次

紹介していきます。

こうか

甲賀市の人口の推移

　クラシックカーレース「ラ　フェスタ　プリマベラ」
では、雑誌でしか見たことがない貴重な名車が実際に
走る姿を見ることができました。古いものでは実に80

年以上前のものもあり、走っていること自体が奇跡といわれる車。
日頃の手入れは相当なものだと思います。
　時代の変化とともに、車自体が「趣味」から「移動手段」に変わり、
求められるものも変わってきました。今の車には、乗り心地や充
実した装備などいろんな魅力がありますが、クラシックカーには
「観賞」という全く別の魅力があります。
　スタンプポイントにやってくる数々の名車、その個性的で美し
い造形はまさに走る美術工芸品です。自然の中を深い光沢を放ち
ながら風切る光景、クラシックカーのみが醸し出せる芸術の光景
です。いつまでも走り続けてほしいと思います。　ち

　
　伊

藤　

叶
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か
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」
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小
学
校　

２
年
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「
あ
や
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り
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し
て
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く
」

え
ん
ど
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甲
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中
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小
学
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年（
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）
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う
え
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ら
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か
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希
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小
学
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２
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20
年
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）

▲かふか生涯学習館前のスタンプポイントを通過するクラシックカー（関連記事は17ページ）
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